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まちなみの目標像の議論に向けてのキーワード 
 

 職住共存地区のまちづくりに関する過去の研究成果として、以下の３点を採り上げる。 

 

(1)職住共存地区整備ガイドプラン 
 

～職住共存地区のまちづくりのマスタープラン～ 
 

 平成７年以降、職住共存地区のまちづくりという視点から調査・研究を進め、マスター

プランとして策定したものが、「職住共存地区整備ガイドプラン（以下、ガイドプラン）」

である。ガイドプランでは、主として都市計画の側面から採り得る施策を中心に、都心再

生を主眼とする職住共存地区のまちづくりの目標及びその実現のための取り組み方針並び

に今後３年間程度の期間内に実施すべき施策・事業が明らかにされており、まちなみの目

標像について議論する上で参照すべきいくつかの方向性も示されている。 

 
 

(2)町家型共同住宅設計ガイドブック 
 

～都心地域をはじめとする京都の伝統的市街地における共同住宅の設計指針～ 
 

 平成３年以降、京都のまちなみに調和し、都心部の人口回復や活性化に寄与するような

都市型共同住宅のあり方を求めて研究・開発に取り組んだ成果をもとに、平成６年に共同

住宅の計画・設計を進める手引きとして刊行されたものが「町家型共同住宅設計ガイドブ

（以下、ガイドブック）」である。 

 ガイドブックでは、町家型共同住宅の基本的な考え方やイメージをとりまとめるととも

に、京都の都心地域あるいは西陣や伏見など伝統的市街地において共同住宅を計画する際

のヒントが数多く掲載されている。ただし、ガイドブックは、実際の建築活動に対して強

制力を持つものではなく、あくまで市民や事業者の参画と協力に期待するものである。 

 
 

(3)京町家再生プラン 
 

～21 世紀に展開するまちづくりの原点となる京町家の保全・再生をパートナーシップによ

り支援していく 21 のアクションプラン～ 
 

 平成 12 年 5 月に策定された「京町家再生プラン」は、京町家の現代的役割を評価し、そ

の再生を促進することにより、個性溢れる京都のくらし・空間・まちづくりを継承・発展

させることを目指している。 

京町家再生プランでは、21 世紀に向けて京町家の再生を支援するための具体的な取組と

して、21 項目のアクションプランを取りまとめている。 
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